
国際文化交流学部 ◆ 国際コミュニケーション学科

卒業論文・卒業研究題目のテーマ例（2018年度）

◆ 韓国における日本の植民地建築

◆ 文化を継承する意義とその在り方　～東京における銭湯を例に～

◆ 中国人におけるインバウンド消費と越境ECとの関係

◆ アメリカ合衆国における教育格差問題と就業支援政策

◆ YouTubeにおけるミュージックビデオの観方 ～コメントの国際比較を通して～

◆ 渋沢栄一と田園都市構想 ―事業による需要の創造―

◆ 訪日中国人増加から考える日中関係

◆日本における外国人児童生徒教育の現状と課題

◆フィリピンにおける貧困対策 ―ストリートチルドレンを契機として―

◆ 花言葉から考察するジュゼッペ・アルチンボルド《春》の意味

◆ 分割占領下のポーランドにおける民族意識の維持

◆グリーンカード兵士―入隊帰化制度と安全保障上のリスク

◆ 大久保コリアンタウンの発展と変容 ～日韓交流における役割～

開発途上国は実はとても「豊か」で
す。その豊かさを知り得ず、国の開発
に携わることはできません。外部者が
どのように開発途上国の人々と関わっ
てゆけるかを考えます。

国際協力の現場における
外部者の役割を考察する

比較史によって
世界を知る
ヨーロッパ、アジア、アフリカの文化に
ついて、歴史を比較しながら学んでい
きます。単純なイメージにとらわれず、
時間と空間を旅してみましょう。

近代日本の主要な外交政策を概観し、日本の地理的環境・精

神文化・民族性等が示す外交政策の特質に関する理解を深め、

21世紀の日本の国際的使命を考える手かがりを獲得します。

国際政治Ⅱ（日本の使命）

様々な移民によって作られたアメリカ文化―例えばアフリカ

系アメリカ人の音楽が元となったジャズ。人の移動がどんな

文化を作り出したか、英語資料を読み解いていきます。

外国語演習Ⅱ

2019年前半はEU議長国として大きな役割を果たしているルー
マニアが社会主義期にはスポーツの面で国威発揚をはかり、

体操選手コマネチが活躍した状況などを講義します。

地域研究基礎論Ⅱ（第三世界）

カリキュラムマップ ピックアップ科目

ゼミナール

他学科専門科目
国際コミュニケーション学科の専門科目以外にも、一人
ひとりの興味・関心に合わせて、他学科の専門科目の
履修も可能です。

f-Campus提供科目（5大学単位互換制度）→P.34
学習院女子大学の授業に加え、学習院大学、日本女子大
学、立教大学、早稲田大学が提供する科目も履修すること
ができます。

【※1】 3年生（第5セメスター）から4つのコースに分かれます。登録するコースごとに定められた専門科目の中から12科目以上を選択して履修します。
【※2】 ジェネラルコースは国際コミュニケーション演習と卒業論文・卒業研究を履修せずに、他のコースより8科目多く履修します。

国際社会を理解するた
めの幅広い学びを基礎
に、本当に探求したい
テーマを見つけます。

学びの深まり

研究課題を決めて主体的に研究を進め、グローバルな視点から世界と日本をつなぐ

幅広い学びを通して、本当に探求したいテーマを見つける

多角的な視点から国際社会を理解するための基礎的な技能・知識を習得する

国際文化交流に必要な語学力を習得する

大学で学ぶ意義を自覚する
PCや日本語表現の技能を習得する

卒業論文・卒業研究

1・2年次には異なる教
員の指導のもとで学
び、3年次（第5セメス
ター）以降は選択した
コースに分かれ、3・4
年次とも同じ教員の専
門演習を履修し、卒業
論文・卒業研究をまと
めます。

国際
コミュニケーション
学科専門科目

共通科目
→P.31

諸学問の基礎を学び、
幅広い教養を身につ
けるとともに、様々な分
野の専門家・実務者に
よる講義や指導を受け
ることができます。

国際関係基礎科目群／地域文化系基礎科目群／
英語圏文化基礎科目群

国際関係専門科目群
地域文化系専門科目群
英語圏文化専門科目群

国際コミュニケーション
基礎演習Ⅲ・Ⅳ

国際コミュニケーション
演習Ⅰ・Ⅱ

国際コミュニケーション
演習Ⅲ・Ⅳ

国際コミュニケーション
基礎演習Ⅰ・Ⅱ

英語演習Ⅰ・Ⅱ 外国語演習Ⅰ・Ⅱ

外国語科目１群（英語）

外国語科目１群（英語）

情報処理Ⅰ・Ⅱ

国際関係コース

地域文化コース

英語圏文化コース

ジェネラルコース【※2】

コース
登録制度
【※1】

日本語表現法

外国語科目２群（英語以外の外国語）

特別総合科目群／国際文化交流論科目群／共通基礎科目群／人間・環境系科目群／スポーツ・健康科学演習科目群／
伝統文化演習科目群／国際文化交流演習科目群／生活文化演習科目群／社会演習科目群

卒
業
論
文
・
卒
業
研
究

1年次（第１・２セメスター） 2年次（第3・4セメスター） 3年次（第5・6セメスター） 4年次（第7・8セメスター）

専任教員紹介

日本を中心とした国際
コミュニケーション論と
米大統領・米国政治を
主として研究教育活動
を行っています。

石澤 靖治 教授

国際コミュニケーション論、
米国政治

宇野 公子 教授

国際経済、金融論、
基礎経済学、計量経済学

ミクロ・マクロの経済学
的基礎を踏まえて、国
際経済の諸問題に関し
て実例に即した講義を
行います。

伊藤 由紀子 教授

国際開発論

「困ったときはお互い
様」、助け合い当り前。
一人一人が関われる国
際協力・交流について
考えます。

ウーゴ・ミズコ 准教授

国際文化協力

グローバライゼーション
の時代にこそ、世界の
国々がはぐくんできた
多様な文化とその継承
を考えましょう。

江藤 正己 准教授

図書館情報学

世界中で利用される情
報システムとそこに蓄
積された情報から，各
国と日本の文化を比較
して分析します。

北川 香子 教授

東南アジア歴史・地域
研究

東南アジアおよび周辺
地域の歴史や文化に
ついて、学術的に体系
立った知識を構築して
いきます。

大桃 敏行 教授

教育行政学、
教育制度論

教え学ぶことの意味や
それを支える仕組みに
ついて、皆さんと一緒
に考えていきたいと思
います。

金城 亜紀 教授

経営学、経営史

グローバルな視点で過
去を考察することによ
り、現在の問題の核心
と解決策を提示し未来
を切り開きます。

工藤 晶人 准教授

異文化交渉史、
地中海研究

人類が積み重ねてき
た交流と衝突に学びな
がら、歴史を広い視野
から読み解いていきま
しょう。

荘林 幹太郎 教授

地球環境論、貿易と環境、
農業・水と環境、
農業環境政策

地球環境問題などを考
えることにより複雑な事
象を広角的に分析する
視点を獲得して欲しい
と思います。

金野 純 准教授

中国を中心とする
東アジア地域研究

いま世界のなかで存在
感を増す中国を中心と
して、東アジアの政治、
社会、歴史を研究して
います。

武井 彩佳 教授

ドイツ現代史、
ホロコースト研究､
エスニシティ研究

近年、内外で排外主義
が強まっています。こう
した現状を人種主義や
ホロコーストの歴史から
読み解きます。

中島 崇文 教授

中・東欧を中心とする
ヨーロッパ研究

停滞する社会主義期を
経た後に急速な発展を
遂げ、EUに加盟しつつ
ある中・東欧の魅力を
お伝えします。

佐久間 みかよ 教授

アメリカ文化・文学、
英語圏文学研究

様々な移民が新しい要
素を加えてできたアメ
リカ合衆国。岐路にあ
るアメリカの文学・文化
を考察します。

櫻井 大三 教授

国際法

国際法は国際社会の共
通のルールです。国際
関係の諸問題に接近す
るには、国際法の知識
が不可欠です。

根占 献一 教授

西洋史学、ルネサンス学

ルネサンス・フィレンツェ
の人文主義とプラトン主
義思想が専門です。ま
たキリシタン史を同時代
の出来事として研究し
ています。

羅 京洙 准教授

朝鮮半島を中心とする
東アジア地域研究

東アジアの中の朝鮮半
島を取り巻く諸問題を
検討の対象とし、それら
を総合的に理解するこ
とを志します。

畠山 圭一 教授

国際政治学、
国際関係論（日米関係）、
アメリカ政治外交

各国の立場や時代状況
を踏まえ、歴史を教訓に、
国家や国際社会の課題
に向かう智慧と判断力
を養います。

古庄 信 教授

英語学（歴史統語論）、
イギリス文化論

Shakespeareや聖書(バ
イブル)ルを英語で学ぶと
より豊かな教養が身に
つきます。「さよなら」は
なぜ Good-byeぜ ？それが
問題だ！

国際コミュニケーション
演習（伊藤ゼミ）

国際コミュニケーション
演習（工藤ゼミ）

教員著書紹 介

アメリカ教育改革のポリ
ティクス-公正を求めた
50年の戦い

大桃敏行共訳
2018年　東京大学出版会

カリキュラムの詳細は本学ウェブサイト
で確認してください。
https://www.gwc.gakushuin.ac.jp/
faculty/g_intercultural/curriculum.html
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